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はじめに 

従来の MIセンサ回路は S/H 回路によって、電圧信号を取り出しているが、AD コンバータに

回路を接続する場合、AD コンバータの AD変換動作とサンプリングスイッチの動作部分が重複

し、サンプリングのタイミングによりノイズが混入する可能性がある。したがって、本研究は、

FPGAを利用した MI センサー回路により、

AD 変換動作のタイミングの調整およびア

ナログスイッチの動作のタイミングの調

整をともに可能とした、適応型 MIセンサ

システムの最適化を目指している。 

 

実験方法 

 

FPGAを用いた、MIセンサシステムの開

発により、サンプリングスイッチ動作と

AD コンバータ動作のタイミングをプログ

ラミングにより調整可能とし、SNR を測定

した。 

 

実験結果 

Fig.１はシステムの構成を示してい

る。センサー回路は FPGA により制御さ

れ、ADCも FPGAにコントロールされてい

る。Fig.２はセンサーに振幅 150ｐT の

10Hz 正弦磁界を印加した場合の SNR を

示している。実験結果によると、サンプ

リングスイッチ動作と AD コンバータ動

作の重複を避けた場合に、ノイズレベル

が低いことが明らかになった。 
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Fig.1 Schematics of the MI sensor systems.  

Fig.2 The S/N ratio of the system by frequency analysis. 
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